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2025（令和7）年2月２5日　　発行／北海道湧別町議会

❶副議長に脇坂敏夫議員が選出されました
❷令和５年度各種会計決算を認定
　令和６年第４回定例会（１２月）
❸審議ピックアップ
❹町政を問う
❺決算審査特別委員会報告
❻あの質問どうなったべ
❼道外行政視察報告・常任委員会の活動
❽議会・委員会等議員出欠状況
❾「高校生と議会議員の意見交換会」

主な内容

決まれっ！！決まれっ！！
【湧別ミニバスケットボールクラブ】【湧別ミニバスケットボールクラブ】

町政を問う！！
議員４名が６件の一般質問
を行いました。

町政を問う！！
議員４名が６件の一般質問
を行いました。
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令和６年令和６年
第４回定例会第４回定例会

副議長に副議長に脇脇
わきさかわきさか

坂坂敏敏
と し おと し お

夫夫議員が選出されました議員が選出されました

　令和６年１１月２１日開催の第６回臨時会において、山本栄子副議長の辞職に伴う、湧別町
議会副議長選挙を行い、脇坂敏夫議員が副議長に選出されました。
　また、副議長就任に伴う委員会等の役員改選も行われ、次のとおりとなりました。

〇産業文教常任委員会副委員長　　関野　一良議員
〇議会運営委員会委員長　　　　　酒井　純一議員
　　　　　　　　副委員長　　　　小形　秀和議員
　　　　　　　　委員（補充）　　　関野　一良議員
〇遠軽地区広域組合議会議員　　　脇坂　敏夫議員
※その他の議決内容は１２ページに記載

　第４回定例会は１２月１０日に開会し、町長から令和６年度各種会計補正予算、指定管理の
指定など、追加含め議案１８件の提出があり、議員からは令和５年度各会計決算認定など議
案５件を提出し、また、４人の議員が一般質問を行い、同日に閉会しました。審議結果は次
のとおりです。

令
和
６
年
度
補
正
予
算
の
可
決

一
般
会
計
ほ
か
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

令和６年度各種会計補正予算	 	 	 （1万円未満切捨て）

会　計　名 補正回数 補正額 補正後予算額

一般会計 7・8・9回目 1 億 3,580 万円 109 億 9,058 万円

国民健康保険特別会計 3 回目 357 万円 14 億 9,144 万円

介護保険特別会計 2・3 回目 116 万円 11 億 9,606 万円

水道事業会計
収益的収入

1 回目
33 万円 1 億 9,629 万円

収益的支出 49 万円 2 億 4,109 万円

下水道事業会計
収益的収入

1 回目
26 万円 2 億 7,360 万円

収益的支出 26 万円 2 億 7,260 万円
※追加議案が提出され、補正回数が増えています。

令和５年度各種会計決算を認定令和５年度各種会計決算を認定
～補正予算など２３件を可決～～補正予算など２３件を可決～

脇坂　敏夫 副議長
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Ｑ　
紋
別
空
港
の
利
用
者
が
増
え

て
い
る
よ
う
だ
が
、
搭
乗
率
と

将
来
の
１
日
２
便
体
制
は
。

Ａ　

令
和
５
年
度
は
55
．52
％
、

令
和
６
年
度
途
中
で
59
．75
％

の
搭
乗
率
と
な
っ
て
お
り
、
回

復
傾
向
に
あ
る
。

　
　
増
便
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は

搭
乗
率
65
％
を
目
指
し
て
お

り
、
搭
乗
率
を
上
げ
て
要
望
を

進
め
た
い
。

一般会計補正予算の主な内容	 	 	 （1万円未満切捨て）

事業名 補正額 内　容

職員等給与費（特別職・議会議員含む） 3,354 万円 令和６年人事院勧告に基づく給与改定および人事
異動・退職による不足額の追加

オホーツク紋別空港利用促進負担金・助成金 148 万円 搭乗者数および利用者数の増による追加

高齢者世帯等生活支援商品券交付 1,177 万円 高齢者世帯等に対する物価高騰への生活支援のため
の商品券の交付費用の追加（1,100 世帯×１万円）

認定こども園みのり施設型給付費負担金 2,908 万円 認定こども園みのりの利用定員の変更および広域
入所児童数の増に伴う負担金の追加

遠軽地区広域組合負担金 886 万円 一般廃棄物最終処分場建設工事費用の増額等によ
る追加

農業次世代人材投資事業補助金 630 万円 経営開始直後の就農者への補助金の追加（３件分）

外国人技能実習生等宿舎整備事業補助金 4,310 万円 湧別漁業協同組合が行う外国人技能実習生等宿舎
新設事業に対する道補助金分の追加

船揚場整備事業補助金 △ 3,000 万円 湧別漁業協同組合が行う中番屋地区船揚場整備事
業の施工遅れに伴う事業実施年度の変更による減

【
主
な
質
疑
応
答（
要
約
）】

オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別
空
港

利
用
促
進
負
担
金・助
成
金

　
令
和
６
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ

き
、
職
員
の
給
与
表
お
よ
び
職

員
、
議
会
議
員
、
特
別
職
の
勤
勉

手
当
、
会
計
年
度
職
員
の
給
与
表

を
改
正
す
る
た
め
の
条
例
の
一
部

改
正
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決

し
ま
し
た
。

町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の一部
改
正
を
可
決

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し

て
推
薦
が
あ
り
、
審
議
の
結
果
、

全
会
一
致
で
適
任
と
し
ま
し
た
。

・
芭
露　
　
　
　
多
田　
貞
子
氏

（
再
任
）

※
任
期
３
年

人
権
擁
護
委
員
の候

補
者
の
推
薦

　
第
３
回
定
例
会
で
認
定
を
求
め

ら
れ
、
継
続
審
査
を
付
託
さ
れ
た

決
算
審
査
特
別
委
員
会
か
ら
、
認

【
主
な
議
決
案
件（
要
約
）】

令
和
５
年
度
決
算
を
認
定

定
す
べ
き
と
の
審
査
結
果
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
報
告
を
踏
ま
え
、
審
議
・

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
認
定

し
ま
し
た
。

※
詳
細
記
事
を
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載

町長の町長の

――  要約掲載 要約掲載 ――

行政報告行政報告

　
去
る
11
月
24
日
、
東
京
湧
別
会

の
第
15
回
定
期
総
会
並
び
に
懇
親

会
が
東
京
都
内
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
64
名
の
会
員
の
ほ
か
、
村
田

議
長
、
阿
部
漁
協
組
合
長
、
橋
本

商
工
会
長
、
札
幌
湧
別
会
大
舘
会

長
な
ど
と
共
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
事
業
報
告
、
収
支
決

算
な
ど
の
議
案
が
全
て
承
認
さ

れ
、
新
役
員
の
紹
介
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、「
日

本
酒
・
湧
別
」
を
振
舞
い
、「
楽

し
み
に
し
て
い
た
」
な
ど
の
感
想

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

親
睦
と
交
流
、
郷
土
愛
を
深
め
る

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

東
京
湧
別
会
定
期
総
会
出
席
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11
月
26
日
、
錦
町
の
緑
地
公
園

に
て
作
業
を
行
っ
て
い
た
公
園
作

業
員
が
運
転
す
る
公
用
車
が
、
自

転
車
と
接
触
す
る
交
通
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。

　
事
故
の
原
因
は
、
公
用
車
が
国

道
に
進
入
す
る
際
に
、
左
右
の
安

全
確
認
を
十
分
に
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
今
回

の
事
故
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
は
、
車
両
と
接
触
し
た
際
に
転

倒
し
、
右
肘
お
よ
び
左
腸
骨
部
を

打
撲
し
、
３
日
間
の
加
療
を
要
す

る
診
断
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
町

が
保
険
に
よ
り
損
害
賠
償
を
す
る

も
の
で
す
。

　
今
後
も
職
員
に
対
し
こ
れ
ま
で

以
上
に
安
全
確
認
の
注
意
喚
起
を

行
い
、
交
通
事
故
防
止
の
指
導
徹

底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
５
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
気
温
が
高
く
、
平
年
よ
り
比
較

的
雨
の
多
い
状
況
で
あ
っ
た
た
め

順
調
な
生
育
で
あ
り
ま
し
た
。

交
通
事
故
の
発
生

農
作
物
お
よ
び

漁
業
生
産
物
の
状
況

　
畑
作
物
全
般
が
平
年
並
み
の
収

量
や
品
質
を
確
保
で
き
、
出
荷
乳

量
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
る
限

り
で
は
、
平
年
以
上
と
な
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
農
家
の
皆
様
の
ご

努
力
と
関
係
機
関
の
ご
協
力
の
賜

物
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
外
海
ホ
タ
テ
は
夏
場
の
猛
暑
に

よ
る
操
業
時
間
の
短
縮
も
あ
り
ま

し
た
が
順
調
な
水
揚
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
海
洋
放
出
に

伴
う
中
国
の
水
産
物
禁
輸
措
置
の

長
期
化
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
処
理
水
放
出

前
の
輸
出
水
準
は
下
回
る
も
の

の
、
円
安
基
調
の
為
替
相
場
の
背

景
も
あ
り
、
中
国
に
代
わ
る
輸
出

国
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ

ア
へ
の
輸
出
の
拡
大
で
価
格
が
維

持
さ
れ
ま
し
た
。

　
サ
ケ
漁
・
マ
ス
漁
は
、
高
水
温

が
影
響
と
さ
れ
る
記
録
的
な
不
漁

と
な
っ
た
昨
年
を
更
に
下
回
る
不

漁
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
養
殖
ホ
タ
テ
は
歩
留

ま
り
が
良
く
高
値
と
な
っ
た
他
、

タ
コ
も
豊
漁
と
な
り
ま
し
た
が
、

毛
ガ
ニ
や
ホ
ッ
ケ
な
ど
一
部
魚
種

で
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
に

つ
き
ま
し
て
は
、
７
年
ぶ
り
に
漁

が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
漁
獲
金
額
全
体
で
は
昨
年
度
の

２
％
減
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　
漁
獲
量
の
確
保
と
良
質
な
水
産

物
の
提
供
に
向
け
た
漁
業
者
の
皆

様
の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
と
、
湧

別
産
ホ
タ
テ
の
消
費
拡
大
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
町
民
や
消
費

者
の
皆
様
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

者
の
皆
様
、
関
係
機
関
お
よ
び
関

係
団
体
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
に
、
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　主な内容は、議案審議と一般質問です。
　詳しくは、今後のかわらばんや町ホームページでお知らせします。

次の議会定例会は、３月５日から開会予定！

令和６年農作物等の状況
項　　目 １０ａ当たりの収量 対平年比

秋まき小麦 559kg 105%
てん菜 6,134kg 104%
玉ねぎ 5,732kg 99%
デントコーン 4,981kg 96%
牧草 3,719kg 96%

項　　目 総乳量 対前年比
乳量（1月～10月） 93,602t 101%

令和６年漁業生産物の状況
項　　目 漁獲量・生産額

外海ホタテ 32,000t
サケ 1,199t（前年比 44%の減）
マス 29t（前年比 34%の減）
漁業総生産額 98億 5,000 万円（見込み）、前年比 2%の減
※漁獲量および漁業生産額は令和 6年11月末現在の見込みです。
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（金額は１万円未満切捨て）

補正予算

令和６年度湧別町一般会計補正予算
　７・８・９回目の補正で、１億３，５８０万円を追加して歳入歳出予算の総額を
１０９億９，０５８万円とするもの。（２度の追加補正を実施）

原案可決

令和６年度湧別町国民健康保険特別会計補正予算
　３回目の補正で、３５７万円を追加して歳入歳出予算の総額を１４億９，１４４万円とするもの。 原案可決

令和６年度湧別町介護保険特別会計補正予算
　２・３回目の補正で、１１６万円を追加して歳入歳出予算の総額を１１億９，６０６万円とするもの。
（追加補正を実施）

原案可決

令和６年度湧別町水道事業会計補正予算
　１回目の補正で、収益的支出について４９万円を追加して予算額を２億４，１０９万円とするもの。 原案可決

令和６年度湧別町下水道事業特別会計補正予算
　１回目の補正で、収益的支出について２６万円を追加して予算額を２億７，２６０万円とするもの。 原案可決

条例

湧別町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　令和６年人事院勧告に基づき、職員の期末手当および勤勉手当の支給月数並びに給料表を
改正するため、本条例を制定するもの。

原案可決

湧別町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　令和６年人事院勧告に基づき、議会議員の期末手当の支給月数を改正するため、本条例を
制定するもの。

原案可決

湧別町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　令和６年人事院勧告に基づき、特別職の期末手当の支給月数を改正するため、本条例を制
定するもの。

原案可決

湧別町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
　令和６年人事院勧告に基づき、職員の給与表を改正することに伴い、会計年度任用職員の
給与表を職員の給与表に準用する規定に改めるため、本条例を制定するもの。

原案可決

その他

湧別町公の施設に係る指定管理者の指定について
　湧別町高齢者生活福祉センターの指定管理者を、社会福祉法人湧別福祉会に指定するもの。
（令和７年４月１日～令和１２年３月３１日までの５年間）

原案可決

財産の処分について（３件）
　森林経営計画に基づき町有林の立木処分を行うもの。 原案可決

公有水面の埋立について
　公有水面を埋め立てることについて、北海道知事より意見を求められたので異議なし
とするもの。

原案可決

人権擁護委員の候補者の推薦について
　任期満了となる人権擁護委員に、湧別町芭露　多田貞子氏（再任）を推薦するもの。 適　　任

議会提出

住民投票の実施を求める請願書
　「みんなで湧別の明日を考える会」から提出された請願書について審議するもの。

総務厚生常任
委 員 会 付 託

物価上昇に見合う老齢基礎年金等の引き上げを求める意見書 原案可決

閉会中の所管事務調査等の申出
　総務厚生常任委員会　1)介護施設の現状と課題について
　産業文教常任委員会　1)町内農地の利用状況について
　　　　　　　　　　　2)新規就農者対策について
　議会運営委員会　　　次期議会の会期日程等議会運営に関する事項及び議長の諮問に
　　　　　　　　　　　関する事項

承　　認

審 議 結 果 一 覧
Result of Deliberations

令和６年令和６年
第４回定例会第４回定例会
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Q A

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

小
形
議
員

　
湧
別
町
で
は
住
民
の
人
間
ド
ッ

ク
、
乳
が
ん
検
診
等
に
助
成
を

行
っ
て
い
る
が
、
北
見
市
の
指
定

医
療
機
関
で
は
無
痛
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳

檜
山
議
員

　
水
道
の
水
質
検
査
は
毎
年
実
施

し
て
い
る
が
、
近
年
有
機
フ
ッ
化

化
合
物
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」
が
注
視
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
様
々
な
製
品
に
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
自
然
界
で
は

分
解
さ
れ
に
く
く
、
環
境
や
人
体

に
蓄
積
し
や
す
い
た
め
永
遠
の
化

学
物
質
と
呼
ば
れ
、
有
害
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　
各
国
で
規
制
が
強
化
さ
れ
、
日

本
で
も
濃
度
基
準
が
見
直
さ
れ
て

き
て
い
る
が
、
本
町
の
水
道
、
簡

易
水
道
で
も
検
査
を
実
施
し
実
態

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

令和６年１２月開会の第４回定例会において、４人の議員から令和６年１２月開会の第４回定例会において、４人の議員から
質問があり、理事者の答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）質問があり、理事者の答弁は次のとおり。（質問と答弁は要約）

１　小形秀和　議員
① 乳がん検査費用の助成対象について

３　関野一良　議員
① 有害鳥獣駆除対策について

４　村川勝彦　議員
① 広域組合各支署の職員数の不足について
② 曽我病院の医療従事者確保の為の支援策について
③ 樹木の伝染病である「ナラ枯れ」対策について

２　檜山洋一　議員
① 水道事業及び簡易水道事業に係る水質

検査について

一般質問

が
ん
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

検
査
は
助
成
対
象
外
の
よ
う
で
あ

る
。

　
現
在
助
成
対
象
と
な
っ
て
い
る

乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

と
同
様
、
助
成
回
数
、
補
助
限
度

額
を
定
め
、
費
用
の
一
部
を
補
助

対
象
に
で
き
な
い
も
の
か
。

刈
田
町
長

　

乳
が
ん
検
査
費
用
に
つ
い
て

は
、
40
歳
以
上
の
町
民
に
２
年
に

１
回
、
集
団
検
診
・
個
別
検
診
共

に
50
歳
以
上
は
４
３
３
５
円
、
40

歳
か
ら
49
歳
は
５
３
１
２
円
の
助

成
を
実
施
し
て
い
る
。

　
現
在
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

査
の
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
、
エ
コ
ー
検
査
の
３
種
類

の
検
査
に
つ
い
て
も
、
令
和
７
年

度
よ
り
助
成
内
容
を
拡
充
し
、
同

額
の
助
成
を
行
っ
て
い
く
。

最新の乳がん検査に
も支援を

有害物質の水質検査
を実施しては

令和７年度より助成
対象を拡充する

本年度実施済み。次
年度以降も継続する

小小  形形  議 員議 員
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関
野
議
員

　
近
年
町
内
で
は
ア
ラ
イ
グ
マ
に

よ
る
農
業
被
害
が
深
刻
で
あ
り
、

家
庭
菜
園
が
食
害
に
よ
り
全
滅
す

る
事
例
が
多
発
し
て
い
る
。

　
私
も
地
域
の
酪
農
経
営
者
か
ら

狩
猟
免
許
の
取
得
を
懇
願
さ
れ
、

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
、
狩
猟

免
許
試
験
を
経
て
狩
猟
免
状
を
交

付
さ
れ
、
町
よ
り
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
員
と
し
て
、
ア
ラ
イ
グ
マ

40
頭
、キ
ツ
ネ
10
頭
を
駆
除
し
た
。

　
狩
猟
免
許
の
取
得
に
つ
い
て
は

本
試
験
ま
で
に
２
回
網
走
市
ま
で

通
わ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
被
害
を

受
け
て
い
る
酪
農
家
に
と
っ
て
経

済
的
に
も
大
き
な
負
担
と
な
る
。

　
そ
こ
で
町
内
で
予
備
講
習
が
実

施
で
き
る
よ
う
北
海
道
猟
友
会
網

走
支
部
に
要
請
の
仲
介
を
願
い
た

い
が
い
か
が
か
。

刈
田
町
長

　
狩
猟
免
許
試
験
は
オ
ホ
ー
ツ
ク

管
内
で
年
２
回
網
走
市
内
で
実
施

さ
れ
て
お
り
、
１
週
間
前
に
実
施

さ
れ
る
予
備
講
習
は
受
験
す
る
ほ

と
ん
ど
の
方
が
受
講
し
て
い
る
。

　
予
備
講
習
と
免
許
試
験
で
網
走

市
へ
２
回
出
向
く
こ
と
に
な
り
、

受
験
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

町
内
で
の
出
張
予
備
講
習
の
開
催

に
つ
い
て
北
海
道
猟
友
会
に
要
請

す
る
が
、
受
講
者
の
最
小
参
加
人

数
等
の
協
議
も
必
要
な
こ
と
か

ら
、
今
後
関
係
機
関
お
よ
び
関
係

団
体
と
調
整
を
図
り
た
い
。

【
再
質
問
】

関
野
議
員

　
飼
料
工
場
か
ら
栄
養
価
の
高
い

飼
料
が
定
期
的
に
酪
農
家
に
供
給

さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ラ
イ
グ
マ
が

そ
の
飼
料
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
爪
で

破
り
、
食
い
あ
さ
り
、
腐
敗
等
が

進
行
す
る
被
害
が
多
発
し
て
い

る
。

　
湧
別
町
で
は
貸
出
で
き
る
箱
わ

Ｑ

Ａ

狩猟免許取得への
負担軽減策を

猟友会や関係機関
と協議する

刈
田
町
長

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
水
道
水
へ
の
混
入

は
近
年
そ
の
危
険
性
が
大
き
く
報

道
さ
れ
て
お
り
、
健
康
被
害
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
現
在
水
道
法
で
検

査
・
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
水
道
基
準
項
目
に
入
っ
て
い
な

い
が
、
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

に
含
ま
れ
て
お
り
、
暫
定
目
標
値

は
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
50
ナ
ノ
グ

ラ
ム
以
下
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
臨
時
に
東
山
浄
水
場
ほ

か
３
施
設
よ
り
原
水
を
採
取
し
水

質
検
査
を
行
っ
た
が
、
全
て
の
原

水
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
検
出
さ
れ

ず
、
ま
た
、
開
盛
地
区
簡
易
水
道
、

信
部
内
地
区
水
道
に
つ
い
て
も
検

出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
国
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
水
質
基
準

検
査
項
目
に
追
加
す
る
方
向
で
検

討
中
だ
が
、
国
の
検
討
結
果
に
か

か
わ
ら
ず
、
安
心
・
安
全
な
水
の

供
給
を
最
優
先
と
し
、
令
和
７
年

度
以
降
も
検
査
を
実
施
し
て
い

く
。

【
再
質
問
】

檜
山
議
員

　
五
鹿
山
雑
用
水
に
つ
い
て
は
検

査
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

７
年
度
に
お
い
て
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
下
水
の
利
用
者
も
い

る
の
で
、
検
査
希
望
者
へ
の
支
援

制
度
な
ど
を
考
え
て
み
て
は
ど
う

か
。

　
さ
ら
に
、
心
配
し
て
い
る
方
も

多
い
と
思
う
の
で
、
検
査
結
果
を

広
報
な
ど
で
広
く
周
知
を
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。

刈
田
町
長

　
町
が
管
理
す
る
水
道
は
令
和
６

年
度
に
お
い
て
検
査
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
五
鹿
山
水
道
組
合
に
つ

い
て
は
、
水
利
組
合
と
協
議
し
、

検
査
を
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
新
年
度
実
施
に
向
け
て

考
え
て
い
き
た
い
。

　
井
戸
水
や
個
人
の
地
下
水
に
つ

い
て
は
、
希
望
や
方
向
性
も
含
め

来
年
度
に
向
け
て
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　
本
町
に
お
い
て
水
道
水
に
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
広
く
住
民
に
説
明
し

て
い
き
た
い
。

刈 田 町 長刈 田 町 長

檜 山檜 山  議 員議 員
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Ｑ

Ａ

不足する広域組合支
署職員の増員は

広域的な連携とシス
テムで対応する

村
川
議
員

　
２
０
１
３
年
に
猛
吹
雪
に
親
子

２
人
が
巻
き
込
ま
れ
、
父
親
が
な

く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
た
。

　

当
時
の
事
故
を
振
り
返
る
と
、

役
場
、
湧
別
町
消
防
署
に
連
絡
を

取
っ
た
が
対
応
が
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
役
場
は
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ

た
が
留
守
番
の
職
員
が
他
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ

な
を
現
在
何
基
所
有
し
て
い
る
の

か
。

　
ま
た
、
当
面
一
戸
が
１
台
ぐ
ら

い
利
用
で
き
る
貸
付
箱
わ
な
の
購

入
を
新
年
度
で
実
施
で
き
な
い

か
。刈

田
町
長

　
湧
別
町
で
は
ヒ
グ
マ
用
箱
わ
な

２
基
、
キ
ツ
ネ
・
ア
ラ
イ
グ
マ
用

箱
わ
な
14
基
を
保
有
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
箱
わ
な
は
町
が
設
置
者

と
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
来
は
狩
猟
免
許
を
取
り
自
ら

設
置
す
る
の
が
一
番
で
あ
り
、
狩

猟
免
許
取
得
補
助
金
等
の
制
度
を

村 川村 川  議 員議 員

関 野関 野  議 員議 員

利
用
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
あ
わ
せ
て
町
で
保
有
す
る

箱
わ
な
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
、
町
と
狩
猟
者
が
設

置
す
る
二
段
構
え
の
対
策
を
進
め

て
い
き
た
い
。

り
、
消
防
は
他
の
事
故
の
対
応
に

現
地
に
出
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。

刈
田
町
長

　
２
０
１
３
年
の
暴
風
雪
の
際
に

は
町
は
対
策
本
部
を
設
置
し
て
お

ら
ず
、
担
当
職
員
を
登
庁
さ
せ
必

要
な
避
難
所
を
開
設
し
て
対
応
に

当
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
か

ら
１
１
９
番
通
報
は
各
出
張
所
に

は
つ
な
が
ら
ず
、
遠
軽
の
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
に
繋
が
り
、
そ
こ
か

ら
出
動
可
能
な
出
張
所
に
出
動
命

令
を
出
す
と
い
う
体
制
で
あ
っ

た
。

　
遠
軽
地
区
広
域
組
合
の
条
例
に

定
め
る
消
防
部
分
の
職
員
定
数

１
２
８
名
に
対
し
、
現
在
の
職
員

数
は
１
２
３
名
で
あ
り
、
中
途
退

職
者
な
ど
に
よ
り
定
数
を
満
た
し

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら

有
望
な
職
員
の
確
保
と
育
成
に
努

め
る
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
消
防
救
急
体
制
強
化
と

し
て
、
職
員
増
だ
け
で
な
く
、
出

張
所
が
効
率
的
に
連
携
す
る
こ
と

も
重
要
と
考
え
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

通
報
の
導
入
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
活
用
し
た
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

の
運
用
な
ど
に
よ
り
、
場
所
の
特

定
や
災
害
状
況
の
正
確
な
把
握
が

可
能
と
な
っ
た
。

　
３
町
で
連
携
し
、
消
防
職
員
や

　
重
複
し
た
事
故
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
必
ず
一
人
は
支
署
に
い

て
電
話
の
対
応
に
あ
た
ら
な
け
れ

ば
対
応
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
あ

り
、
各
支
署
で
は
大
き
な
災
害
が

重
複
し
て
起
き
た
場
合
に
対
応
で

き
な
い
と
の
声
が
あ
る
。

　
広
域
組
合
に
は
各
支
署
が
６
か

所
あ
り
、
増
員
は
人
件
費
の
増
に
は

な
る
が
、
住
民
の
生
命
、
財
産
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
、
広
域
組
合
の
副
管
理
者
と
し

て
協
議
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

救
急
隊
員
の
労
務
管
理
や
財
政
面

も
考
慮
し
な
が
ら
消
防
力
の
強
化

に
つ
い
て
適
切
に
対
応
し
て
い

く
。

【
再
質
問
】

村
川
議
員

　
重
複
し
た
事
故
が
起
き
た
と
き

は
多
数
の
支
署
が
空
に
な
る
と
聞

い
て
い
る
。

　
や
は
り
支
署
に
１
人
い
る
こ
と

に
よ
っ
て
対
応
が
早
く
な
り
対
応

で
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
。

　
人
件
費
が
か
か
る
こ
と
は
運
営

上
問
題
が
あ
る
と
は
思
う
が
、
当

時
の
事
故
後
に
お
い
て
ど
こ
ま
で

の
検
証
を
し
た
の
か
。

　
ま
た
副
管
理
者
と
し
て
協
議
す

る
考
え
は
あ
る
の
か
。
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曽我病院

刈
田
町
長

　
当
時
か
ら
１
１
９
番
通
報
は
全

部
遠
軽
に
集
ま
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
支
署
の
個
別
電
話
に
か
け
て

い
た
場
合
、
出
動
に
て
電
話
に
出

ら
れ
な
い
こ
と
は
あ
る
。

　
現
在
は
１
１
９
番
に
か
け
る
と

ス
マ
ホ
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
ど

こ
に
い
る
の
か
が
わ
か
る
状
況
に

な
っ
て
お
り
、
災
害
が
あ
っ
た
時

に
は
１
１
９
番
に
か
け
る
よ
う
町

民
に
も
周
知
し
て
い
く
。

　
副
管
理
者
と
し
て
会
議
の
場
に

お
い
て
ご
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
、

落
ち
度
な
く
対
応
で
き
る
か
な
ど

の
協
議
を
し
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

曽我病院医療従事者確保の
ための助成を

現状制度の継続を基本とし
て新年度に向け検討する

村
川
議
員

　
曽
我
病
院
は
地
域
医
療
を
守
る

た
め
数
十
年
来
町
に
貢
献
し
て
き

て
い
る
が
、
近
年
コ
ロ
ナ
化
を
は

じ
め
、
人
口
減
、
人
手
不
足
、
物

価
高
と
病
院
経
営
の
悪
化
に
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
る
。

　
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
紋

別
市
曽
我
ク
リ
ニ
ッ
ク
50
床
を
診

療
所
19
床
と
し
経
営
改
善
に
努
め

て
い
る
。

　
し
か
し
看
護
師
・
介
護
士
35
名

の
給
与
・
賞
与
は
同
業
職
同
様
な

対
応
が
難
し
い
状
況
で
、
正
常
な

従
業
員
数
が
維
持
で
き
な
い
可
能

性
が
あ
り
、
患
者
に
正
常
な
対
応

が
難
し
く
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
町
と
し
て
地
域
医
療
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
医
療
施
設
等
地
域
医

療
維
持
補
助
を
実
施
し
て
い
る

が
、
医
療
従
事
者
が
い
な
け
れ
ば

病
院
運
営
も
で
き
な
い
の
で
、
医

療
従
事
者
確
保
の
た
め
の
助
成
を

町
が
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

刈
田
町
長

　
本
町
の
地
域
医
療
は
公
的
診
療

所
と
し
て
町
が
全
面
的
に
支
援
し

て
い
る
「
ゆ
う
ゆ
う
厚
生
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
と
、
民
間
病
院
で
あ
る

「
曽
我
病
院
」
の
２
つ
の
医
療
機

関
に
よ
り
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。

　
現
在
曽
我
病
院
に
対
し
入
院
病

床
を
確
保
す
る
た
め
、
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
て
お

り
、
こ
の
中
に
は
病
床
運
営
に
対

す
る
人
件
費
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
９
月
に
は
澁
谷
院
長
が

来
庁
さ
れ
、
医
療
施
設
お
よ
び
医

療
機
器
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
の
継
続
と
、
入
院
病
床
の
維
持

確
保
に
対
す
る
財
政
支
援
の
継
続

の
要
請
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
要
請
に
基
づ
き
、
曽
我
病

院
と
も
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
新
年
度
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

　
ま
た
、
入
院
病
床
を
有
す
る
民

間
病
院
へ
の
公
的
支
援
に
対
す
る

地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て
、
期
成

会
な
ど
を
通
じ
国
お
よ
び
北
海
道

に
要
請
活
動
を
し
て
い
く
。

【
再
質
問
】

村
川
議
員

　
曽
我
病
院
が
個
人
病
院
と
い
っ

て
も
、
47
床
の
ベ
ッ
ド
を
持
ち
固

定
資
産
税
を
納
め
、
さ
ら
に
従
業

員
が
税
金
を
納
め
、
町
に
貢
献
し

て
い
る
。

　
公
的
病
院
、
民
間
病
院
と
い
う

考
え
方
は
変
え
て
い
か
な
い
と
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
経
営
計
画
も
立
て
、
院
長
か
ら

要
望
が
あ
り
、
本
当
に
病
院
と
し

て
も
せ
っ
ぱ
詰
ま
っ
た
状
況
の
中

で
お
願
い
に
き
て
い
る
。

　

経
営
内
容
へ
の
議
論
も
あ
る

が
、
曽
我
病
院
が
な
か
っ
た
ら
住

民
が
大
変
な
こ
と
に
な
る
事
実
が

あ
る
。

　
こ
う
い
う
人
命
に
関
わ
る
大
事

な
も
の
は
、
町
長
が
特
化
し
た
考

え
方
持
っ
て
思
い
切
っ
た
対
策
を

や
ら
な
い
と
、
地
域
医
療
を
守
れ

な
い
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
病
床
に
対
す
る
補
助
は

受
入
患
者
数
の
30
床
程
度
の
補
填

と
思
う
が
、
47
床
分
の
補
て
ん
を

す
る
と
、
も
う
少
し
経
営
も
楽
に

な
る
と
思
う
が
、町
長
の
考
え
は
。

刈
田
町
長

　
５
年
前
か
ら
始
め
た
入
院
病
床

に
対
す
る
助
成
は
、
国
で
定
め
る

公
的
病
院
の
基
準
に
対
す
る
２
分

の
１
を
助
成
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
人
件
費
な
ど
す
べ
て
含
め
維

持
に
関
わ
る
た
め
の
助
成
と
し
て

支
出
し
て
い
る
。

　
曽
我
病
院
が
公
的
病
院
に
準
ず

る
と
い
う
こ
と
で
町
と
し
て
支
出

し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
も

北
海
道
・
国
に
対
し
、
町
村
に
唯

一
残
っ
て
い
る
入
院
病
床
の
維
持

の
た
め
の
助
成
と
し
て
財
政
支
援

を
お
願
い
し
て
い
る
。
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意見書を政府行政機関へ提出

●
物
価
上
昇
に
見
合
う
老
齢
基
礎
年
金
等

の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意
見
書

　

檜
山
議
員
ほ
か
４
人
の
賛
成
者
か
ら
、

安
心
し
て
老
後
を
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
物

価
上
昇
に
見
合
う
老
齢
基
礎
年
金
等
の
支

給
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
の
提
案
。

　

以
上
の
意
見
書
を
政
府
行
政
機
関
に
提

出
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

意見書案を読み上げる
檜山総務厚生常任委員

　
公
立
病
院
・
公
的
病
院
の
よ
う

な
財
政
支
援
が
あ
れ
ば
、
ま
だ
町

も
出
せ
る
と
い
う
部
分
は
あ
る
。

　
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
入
院
・
通
院

が
減
り
、
一
般
病
院
の
経
営
が
大

変
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
実

で
、
そ
れ
を
含
め
て
入
院
病
床
を

確
保
す
る
た
め
の
支
援
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
回
も
院
長
と
い
ろ
い
ろ
協
議

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
施
設
整

備
・
備
品
整
備
に
対
す
る
補
助
と
、

入
院
病
床
に
対
す
る
病
床
確
保
の

た
め
の
財
政
支
援
の
継
続
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
お
願
い
し
た
い
と

の
こ
と
な
の
で
、
そ
の
方
向
に
基

づ
い
て
新
年
度
に
お
い
て
財
政
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ

Ａ

ナラ枯れへの町の対
応は

林業関係機関と連携
し、調査していく

村
川
議
員

　
本
州
方
面
で
ナ
ラ
や
カ
シ
の
樹

木
が
ナ
ラ
菌
に
感
染
し
枯
死
す
る

被
害
が
発
生
し
、
昨
年
道
南
で
15

本
、
今
年
は
１
７
８
本
の
ナ
ラ
枯

れ
が
確
認
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。

　
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
と
い

う
昆
虫
が
ナ
ラ
菌
を
媒
介
す
る
と

の
こ
と
で
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
区
で

は
ま
だ
そ
の
よ
う
な
状
況
は
聞
か

な
い
が
、
東
地
区
や
登
栄
床
地
区

に
は
巨
大
な
ナ
ラ
の
木
が
多
数
生

育
し
て
お
り
、
防
風
林
・
魚
つ
き

林
と
し
て
の
役
割
は
大
き
く
、
未

来
に
向
か
っ
て
大
事
に
引
き
継
ぐ

財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ナ
ラ
枯

れ
が
蔓
延
し
て
か
ら
で
は
手
遅
れ

に
な
る
。

　
東
地
区
・
登
栄
床
地
区
の
林
は

国
有
林
の
た
め
、
管
内
の
営
林
署

と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
情
報
を

共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

　
ま
た
、
早
期
発
見
が
必
要
な
た

め
、
変
色
し
た
ナ
ラ
の
木
の
調
査

に
は
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
、
ま
た
道

で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
上
空
か
ら

確
認
を
取
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取

る
考
え
か
。

刈
田
町
長

　

北
海
道
に
お
け
る
対
策
と
し

て
、
北
海
道
水
産
林
務
部
、
北
海

道
森
林
管
理
局
や
関
係
機
関
で
構

成
す
る
ナ
ラ
枯
れ
被
害
拡
大
防
止

対
策
会
議
に
て
調
査
報
告
が
さ

れ
、
薬
剤
注
入
に
よ
る
駆
除
作
業

の
実
演
も
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町

で
も
こ
れ
ら
の
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振

興
局
、
網
走
西
部
森
林
管
理
署
と

も
連
携
を
図
り
、
被
害
防
止
対
策

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
被
害
木
の
早
期
発
見
と
カ
シ
ノ

ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
の
駆
除
が
重
要

で
あ
り
、
被
害
が
発
生
し
て
い
る

道
南
地
域
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
上
空
か
ら
の
調

査
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

詳
細
な
調
査
方
法
や
調
査
の
有
効

性
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
図
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
林
業
関
係
者

や
森
林
所
有
者
か
ら
の
情
報
提
供

も
非
常
に
重
要
と
な
る
の
で
、
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
検
討
し
て

い
く
。
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令和５年度決算
決算審査特別委員会決算審査特別委員会
～意見等を付して認定～～意見等を付して認定～

【出席委員】
高田委員長、小形副委員、関野委員、加藤委員、村川委員、
酒井委員、脇坂委員、檜山委員
※村田議長と下田議員（監査委員）は委員に含まれません第４回定例会において高田委員長より報告

　
第
３
回
定
例
会
で
閉
会
中
の
継

続
審
査
と
さ
れ
て
い
た
令
和
５
年

度
各
種
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て
、
特
別
委
員
会
で
審
査
し
ま
し

た
。

　
先
の
監
査
委
員
に
よ
る
決
算
審

査
で
計
数
的
に
正
確
で
あ
る
と
報

告
が
あ
っ
た
た
め
、
重
複
審
査
を

避
け
、
全
委
員
に
よ
る
総
体
審
査

令和５年度湧別町各種会計歳入歳出決算額
	 （1万円未満切捨て）

会　計　名 歳入・収入 歳出・支出

一般会計 116 億 5,286 万円 112 億 9,369 万円

国民健康保険特別会計 14 億 2,836 万円 14 億 2,340 万円

後期高齢者医療特別会計 1 億 6,648 万円 1 億 6,575 万円

介護保険特別会計 11 億 8,178 万円 11 億 4,054 万円

簡易水道事業特別会計 　7,482 万円 6,829 万円

下水道事業特別会計 3 億 5,269 万円 3 億 4,111 万円

水道事業会計

収益的収入
及び支出 1 億 9,471 万円 2 億 2,801 万円

資本的収入
及び支出 773 万円 1,916 万円

と
し
、
関
係
書
類
の
確
認
や
理
事

者
や
関
係
課
長
等
か
ら
内
容
聴
取

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
・
採
決
の

結
果
、
意
見
を
付
し
て
全
会
一
致

で
認
定
し
ま
し
た
。

【
審
査
日
程
】

11
月
26
日
～
27
日

意　
見
・
要　
望

一
般
会
計

①　
徴
収
努
力
の
成
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
町
税
、
町
営
住
宅

使
用
料
等
、特
別
会
計
も
含
め
、収
入
未
済
額
が
多
額
で
あ
る
。

収
入
未
済
額
の
解
消
に
継
続
的
な
努
力
を
さ
れ
た
い
。

　
　
ま
た
、
こ
れ
ら
債
権
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
な
い
よ
う
に
、

そ
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
不
納
欠
損
処
分
に
あ
っ
て
は

徴
収
事
務
、
納
税
相
談
業
務
等
に
意
を
尽
く
し
慎
重
に
事
務
処

理
す
る
こ
と
に
努
め
ら
れ
た
い
。

②　
指
定
管
理
施
設
に
お
い
て
、
協
定
と
異
な
る
行
為
や
、
食
事

提
供
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
宿
泊
を
断
っ
た
と
の
案
件

が
あ
っ
た
。

　
　
指
定
管
理
者
と
の
協
定
内
容
を
確
認
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
適

宜
指
摘
を
行
う
と
と
も
に
、
指
定
管
理
担
当
者
は
定
期
的
に
現

場
に
赴
き
、協
定
内
容
や
運
営
状
況
の
確
認
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
そ
の
う
え
で
、
今
後
同
様
な
事
例
が
起
き
な
い
よ
う
指
定
管

理
者
と
十
分
協
議
願
い
た
い
。

③　
事
業
執
行
に
伴
う
不
用
額
に
つ
い
て
、
過
大
な
も
の
や
事
業

未
実
施
の
も
の
が
決
算
内
に
散
見
さ
れ
る
。

　
　
適
正
な
時
期
に
予
算
を
補
正
す
る
こ
と
で
、
以
降
の
町
財
源

へ
の
利
用
が
可
能
と
な
り
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
態
を
把
握

し
た
段
階
で
、
速
や
か
な
処
理
を
実
施
願
い
た
い
。

　
　
ま
た
、町
は
各
種
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、

補
正
予
算
の
提
出
に
お
い
て
は
、
統
一
し
た
ル
ー
ル
に
基
づ
き

実
施
す
る
よ
う
検
討
願
い
た
い
。

特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計

　
　
特
に
意
見
等
が
な
い
。
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町長の町長の

要約掲載要約掲載

行政行政
報告報告

令和６年

令和６年11月21日開会
～補正予算を可決～

第６回  臨時会
令
和
６
年
度
一
般
会
計

　
　

  

補
正
予
算
を
可
決

第６回臨時会が 1 １月 2 １日に開会し、
町長から議案２件、議会から議案４件が
提出され、審議しました。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、
全

会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計

・
５
５
３
万
円
を
追
加
し
、
総
額

１
０
８
億
５
４
７
８
万
円
と
し
ま

し
た
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
湯
ろ
過
タ
ン
ク

取
替
工
事　
　
　
　
　
８
６
万
円
　
去
る
10
月
17
日
に
、
上
湧
別
百

年
記
念
公
園
中
湧
別
駅
記
念
館
に

中
湧
別
駅
記
念
館
の火災

発
生

設
置
さ
れ
て
い
る
跨
線
橋
の
一
部

か
ら
出
火
す
る
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

初
期
消
火
で
鎮
火
し
た
た
め
、

壁
面
の
ご
く
小
範
囲
が
焼
損
す
る

に
と
ど
ま
り
、
幸
い
こ
の
火
災
に

よ
る
ケ
ガ
人
は
い
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
火
災
の
発
生
原
因
は
、
跨
線
橋

壁
面
の
喫
煙
者
用
灰
皿（
観
賞
用
）

に
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
を
投
げ
入
れ

た
こ
と
に
よ
り
火
が
移
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　
再
発
防
止
策
と
し
て
、
観
賞
用

の
灰
皿
を
撤
去
し
、
全
面
禁
煙
の

表
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
に
居
住
す
る
方
よ
り
提
訴

さ
れ
て
い
る
２
件
の
訴
訟
の
状
況

に
つ
い
て
、
１
件
目
は
原
告
の
方

が
取
得
し
た
非
木
造
家
屋
に
つ
い

て
、
平
成
17
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
ま
で
町
に
納
付
し
た
固
定
資
産

税
の
過
納
付
と
し
て
、
損
害
賠
償

金
８
万
８
千
円
の
支
払
い
を
求
め

ら
れ
た
損
害
賠
償
請
求
事
件
で

す
。

　
第
１
回
口
頭
弁
論
が
、
10
月
17

行
政
訴
訟

　
去
る
10
月
13
日
、
湧
別
総
合
体

育
館
で
湧
別
町
少
年
柔
道
大
会

「
上
野
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
町
の
ふ
る
さ
と
応
援
大
使
の
上

野
雅
恵
さ
ん
、
順
恵
さ
ん
姉
妹
の

功
績
を
称
え
、
町
の
活
性
化
・
交

流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
本
年
度
で
７
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
上
野
三
姉
妹
の
ほ
か

湧
別
町
少
年
柔
道
大
会

「
上
野
カ
ッ
プ
２
０
２
４
」

に
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
混
合

団
体
で
日
本
の
銀
メ
ダ
ル
獲
得
に

貢
献
さ
れ
た
三
井
住
友
海
上
女
子

柔
道
部
の
高
山
莉
加
選
手
を
特
別

講
師
と
し
て
、
道
内
25
市
町
村
か

ら
３
４
０
人
の
小
中
学
生
が
出
場

し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
ご
協
力
、
ご
協
賛
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

湧
別
高
等
学
校
存
続
対
策
事
業
補

助
金
（
吹
奏
楽
局
全
国
大
会
出
場

経
費
）　　
　
　
　
２
５
５
万
円

給
食
セ
ン
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
湿
度
指

示
調
節
計
修
繕　
　
２
１
２
万
円

専
決
処
分
の
承
認

　
10
月
27
日
執
行
の
衆
議
院
議
員

選
挙
に
要
す
る
経
費
１
０
５
５
万

円
の
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結

果
、
全
会
一
致
で
原
案
可
決
し
ま

し
た
。

※
議
会
提
出
議
案
に
つ
い
て
は
、

２
ペ
ー
ジ
に
掲
載

日
に
釧
路
地
方
裁
判
所
北
見
支
部

で
開
か
れ
、
本
町
の
代
理
人
弁
護

士
が
出
頭
し
、
町
の
答
弁
書
の
確

認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
答
弁
要
旨
と
し
て
は
、
固
定
資

産
の
評
価
は
適
正
で
あ
り
、
固
定

資
産
税
の
過
納
付
は
な
い
と
判
断

し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、

次
回
は
12
月
12
日
に
、
第
２
回
口

頭
弁
論
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
２
件
目
は
、
新
庁
舎
等
整
備
事

業
設
計
業
務
委
託
の
予
算
に
つ
い

て
、
特
別
多
数
議
決
を
経
て
い
な

い
こ
と
が
地
方
自
治
法
違
反
で
あ

る
と
し
て
、
特
別
多
数
議
決
と
し

て
採
決
す
る
ま
で
、
同
予
算
の
執

行
差
し
止
め
を
求
め
ら
れ
た
差
止

請
求
事
件
で
す
。

　
去
る
10
月
31
日
に
、
釧
路
地
方

裁
判
所
で
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、

判
決
主
文
は
、「
本
件
訴
え
を
却

下
す
る
。
訴
訟
費
用
は
原
告
の
負

担
と
す
る
。」
と
い
う
も
の
で
し

た
。

　
当
方
の
主
張
が
全
面
的
に
認
め

ら
れ
た
判
決
と
な
り
ま
し
た
が
、

原
告
は
、
こ
の
判
決
結
果
を
不
服

と
し
て
、
11
月
５
日
付
で
控
訴
手

続
き
を
行
っ
た
旨
、
当
方
代
理
人

で
あ
る
弁
護
士
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。
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一般質問を振り返る

あの質問どうなったべ？
過去の議員の一般
質問が、どう町政
に反映されたか

Ｑ：議員
　本町における事業用太陽光発電施設の設置に
よる街並み景観について、面積要件や禁止事項
等の事前の備え、検討が必要ではないか。

Ａ：町長
　街並みの整備を含め、景観条例を兼ねた規制
については早急に実施を検討する。

その後のまちの対応
　町内での太陽光発電設備の設置に関して、町が事前に設置計画を把握し、地域住民への
説明が円滑に行われることにより、地域社会と太陽光発電設備との調和を推進し、将来のまち
づくりのためのルールを定めた「湧別町太陽光発電設備の適正な設置と、地球との調和を
推進する条例」を令和６年３月７日に公布しました。
　条例では、太陽光発電設備の設置禁止区域や、太陽光発電設備の設置手続き、そのほか、
ルールに従わない事業者に対する罰則などを定めています。
条例の施行日：令和６年７月１日

湧別町の太陽光発電政策は、地域との調和を重視している点が特徴的です。
他の自治体と比較すると、以下のような違いがあります。
①事前相談と住民説明会の義務化：太陽光発電設備の設置に際して、事前に町への相談と地域住
民への説明会の開催が義務付けられています。これにより地域住民とのコミュニケーションを重視し、
トラブルを未然に防ぐことを目指しています。

②設置禁止区域の明確化：砂防指定地や保安林、土砂災害警戒区域など、特定の区域での太陽光
発電設備の設置を禁止しています。これにより、観光保
護や安全性を確保しています。

③協定区域の設定：特に配慮が必要な区域では、町と
の協定を結ぶことが求められます。これにより、適正な
設置と管理が行われるようにしています。
　このように湧別町は地域との調和を図りながら、再生
可能エネルギーの導入を進めるための独自アプローチ
を取っています。

議会での質問や意見がどのように反映されているのでしょうか
一般質問の概要（令和３年３月定例会）

適切な管理が求められます
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道 外 行 政 視 察 報 告
　令和６年度において、総務厚生常任委員会、産業文教常任委員会ともに、道外への行政視察を
計画し、次のとおり実施しましたので、ご報告いたします。

◎
日　
程

　
　
10
月
28
日
～
31
日

◎
視
察
先

　
　
東
京
都　
八
王
子
市

　
　
埼
玉
県　
飯
能
市

◎
出
席
者

　
高
田
委
員
長
、酒
井
副
委
員
長
、

加
藤
委
員
、
下
田
委
員
、
檜
山
委

員
、
事
務
局
職
員
（
随
行
）

◎
視
察
報
告

子
育
て
支
援
（
八
王
子
版
ネ
ウ
ボ

ラ
な
ど
）
に
つ
い
て
（
八
王
子
市
）

　
八
王
子
市
で
は
子
育
て
世
代
の

支
援
に
関
し
て
非
常
に
緻
密
な
計

画
が
な
さ
れ
て
お
り
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
地
域
の
連
携

に
よ
り
安
心
し
て
子
育
て
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
で
「
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
所
」

と
い
う
意
味
で
、
妊
娠
・
出
産
・

育
児
の
相
談
に
切
れ
目
な
く
対
応

し
、
父
親
に
対
す
る
育
児
支
援
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
産
後
ケ
ア
事
業
も
地
域
病
院
と

の
連
携
に
よ
り
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
日
帰
り
通
所
の
受
入
検
査
数

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

が
限
ら
れ
て
い
る
の
が
悩
み
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
子
ど
も
食
堂
は
市
民
団
体
が
子

ど
も
支
援
応
援
事
業
と
し
て
実
施

し
て
お
り
、
43
団
体
が
加
入
さ
れ

活
発
な
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

移
住
・
定
住
施
策
（
農
あ
る
暮
ら

し
飯
能
住
ま
い
）
に
つ
い
て
（
飯

能
市
）

　
「
家
族
で
育
む
農
と
の
暮
ら
し
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
半
農
ラ
イ
フ

を
移
住
定
住
施
策
の
呼
び
水
に
す

る
発
想
で
、
平
日
は
都
心
に
通

勤
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
今
の
仕

事
は
変
え
ず
に
程
よ
い
田
舎
暮
ら

し
が
し
た
い
」「
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
た
環
境
で
の
び
の
び
と
子

育
て
を
し
た
い
」「
休
日
は
家
庭

菜
園
や
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み
た

い
」
な
ど
を
重
視
し
た
い
方
々
に

理
想
の
住
活
実
現
が
可
能
と
判
断

さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
消
滅
可
能
性
自
治
体
に
含
ま
れ

た
こ
と
か
ら
、
移
住
・
定
住
の
必

要
性
を
感
じ
、
東
京
都
内
を
中
心

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
当
該

施
策
を
進
め
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
移
住
・
定
住
者
は
自
治
会
へ
の

加
入
、
地
域
行
事
に
も
積
極
的
に

参
加
さ
れ
、
移
住
者
同
志
の
交
流

も
図
ら
れ
て
お
り
、
地
元
の
方
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
良
好

な
関
係
で
あ
る
よ
う
で
す
。

◎
日　
程

　
　
11
月
５
日
～
８
日

◎
視
察
先

　
　
福
岡
県　
田
川
市

　
　
佐
賀
県　
唐
津
市

◎
出
席
者

　
小
形
委
員
長
、関
野
副
委
員
長
、

村
川
委
員
、
脇
坂
委
員
、
村
田
議

長
、
事
務
局
職
員
（
随
行
）

◎
視
察
報
告

廃
校
舎
の
活
用
（
い
い
か
ね
Ｐ
ａ

ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
）
に
つ
い
て
（
田
川

市
）

　

い
い
か
ね
Ｐ
ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ

は
、
統
廃
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ

た
「
旧
猪
位
金
小
学
校
」
を
利
活

用
し
、「
音
楽
を
中
心
と
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
の
創
出
・
集
積
」

を
目
指
し
、
平
成
29
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
施
設
で
あ
り
、
運
営
は
民

間
事
業
者
が
20
年
間
の
独
立
採
算

制
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
国
の
交
付
金

（
６
０
０
万
円
）
で
改
修
し
た

が
外
観
は
ほ
と
ん
ど
改
修
さ
れ

て
お
ら
ず
、
市
の
支
出
は
年
間

１
０
０
万
円
程
度
と
の
こ
と
で
し

た
。 産

業
文
教
常
任
委
員
会
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総
務
厚
生
常
任
委
員
会

第
４
回
総
務
厚
生
常
任
委
員
会

【
12
月
２
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
ゴ
ミ
収
集
等
に
つ
い
て
」
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目　
　
　

　
「
介
護
施
設
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
」
を
調
査
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　令和６年第３回定例会（９月開会）のあとから令和６年第４回定例会（12月開会）までの
間における常任委員会の活動をお知らせします。

　
事
業
展
開
は
民
間
事
業
者
の
料

金
収
入
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
東

京
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
リ
ス
ナ
ー
等

の
宿
泊
料
が
大
き
い
。

　
課
題
と
し
て
、
最
寄
り
の
駅
が

遠
く
交
通
の
利
便
性
が
低
い
こ
と

か
ら
、
テ
ナ
ン
ト
や
長
期
宿
泊
者

の
契
約
が
低
調
と
の
こ
と
。

　
新
た
な
飲
食
店
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
で
開
業
６
年
目
に
単
独
黒
字
と

な
っ
た
が
、
音
楽
映
像
分
野
で
売

り
上
げ
に
波
が
あ
り
経
営
が
不
安

定
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
住
所
を
施
設
と
し
滞
在
す
る
長

期
宿
泊
者
は
現
在
24
名
で
、
そ
の

中
か
ら
市
議
会
議
員
も
出
て
い
ま

す
。

サ
バ
の
完
全
養
殖
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
（
唐
津
市
）

　
唐
津
市
の
水
産
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
競
争
力
の
あ
る
新
し
い
養
殖
魚

種
の
開
発
や
、
基
礎
研
究
・
技
術

開
発
の
機
能
を
備
え
た
施
設
と
し

て
、建
設
費
は
唐
津
市
が
出
資
し
、

現
在
九
州
大
学
農
学
研
究
員
と
セ

ン
タ
ー
職
員
に
よ
り
共
同
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
世
界
初
の
ゲ
ノ
ム
編
集
性
格
変

化
に
よ
り
、
お
と
な
し
い
マ
サ
バ

（
共
食
い
を
し
な
い
）
を
作
出
し
、

「
唐
津
Ｑ
サ
バ
」
と
し
て
佐
賀
県

玄
海
漁
業
協
同
組
合
が
商
標
登
録

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
完
全
養
殖
と
は
採
卵
→
ふ
化
・

飼
育
（
育
苗
生
産
技
術
）
→
稚

魚
→
養
殖
（
養
殖
技
術
）
→
養

殖
親
採
卵
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

１
年
中
脂
の
の
っ
た
活
魚
が
提

供
で
き
る
と
の
こ
と
で
、
唐
津

市
の
予
算
額
は
令
和
６
年
度
で

４
１
６
９
万
８
千
円
と
の
こ
と
で

し
た
。

産
業
文
教
常
任
委
員
会

第
５
回
産
業
文
教
常
任
委
員
会

【
11
月
29
日
】

●
所
管
事
務
調
査

　
「
観
光
施
設
の
現
状
と
整
備
状

況
に
つ
い
て
」
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

●
次
回
の
所
管
事
務
調
査
項
目

　
「
町
内
農
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
」「
新
規
就
農
者
対
策
に
つ

い
て
」
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
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議会・委員会等議員出欠状況 令和6年1月～12月
〇…出席　×…欠席　（　）は欠席の理由　－…出席対象外

　　　　　　　　　　　　　　　　議員氏名

　　区　　分

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

前
副
議
長

副
議
長

議
長

関
野
一
良

高
田
映
二

加
藤
政
弘

村
川
勝
彦

下
田
英
人

酒
井
純
一

小
形
秀
和

檜
山
洋
一

山
本
栄
子

脇
坂
敏
夫

村
田
一
志

定例会

第 1 回
 3 月 6 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
 3 月 7 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
 3 月12日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第 ２ 回  6 月18日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ３ 回  9 月19日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

（会社用務） 〇
第 ４ 回 12月10日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇

臨時会

第 １ 回  1 月12日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ２ 回  2 月 9 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ３ 回  5 月17日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ４ 回  8 月 6 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ５ 回  8 月30日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ６ 回 11月21日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

総務厚生常任委員会

第 １ 回  2 月19日 － 〇 〇 － 〇 〇 － 〇 － － 〇
第 ２ 回  5 月30日 － 〇 〇 － 〇 〇 － 〇 － － 〇
第 ３ 回  9 月 5 日 － 〇 〇 － 〇 〇 － 〇 － － 〇
第 ４ 回 12月 2 日 － 〇 〇 － 〇 〇 － 〇 － － 〇
第 ５ 回 12月19日 － 〇 〇 － 〇 〇 － 〇 － － 〇

産業文教常任委員会

第 １ 回  2 月16日 〇 － － 〇 － － 〇 － × 
（病気） 〇 〇

第 ２ 回  6 月 6 日 〇 － － 〇 － － 〇 － 〇 〇 〇
第 ３ 回  9 月 3 日 〇 － － 〇 － － 〇 － 〇 〇 〇
第 ４ 回 11月21日 〇 － － 〇 － － 〇 － － 〇 〇
第 ５ 回 11月29日 〇 － － 〇 － － 〇 － － 〇 〇

議会運営委員会

第 １ 回  1 月12日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ２ 回  2 月 9 日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ３ 回  3 月 1 日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ４ 回  5 月 1 日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ５ 回  5 月17日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ６ 回  6 月14日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ７ 回  8 月 6 日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ８ 回  8 月30日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 ９ 回  9 月13日 － 〇 － － － 〇 〇 － 〇 〇 〇
第 10 回 11月15日 － 〇 － － － 〇 〇 － － 〇 〇
第 11 回 11月21日 － 〇 － － － 〇 〇 － － 〇 〇
第 12 回 12月 6 日 〇 〇 － － － 〇 〇 － － 〇 〇
第 13 回 12月10日 〇 〇 － － － 〇 〇 － － 〇 〇

議会広報編集特別委員会

第 １ 回  1 月30日 〇 － 〇 〇 〇 － － － － － －
第 ２ 回  4 月25日 〇 － 〇 〇 〇 － － － － － －
第 ３ 回  7 月31日 〇 － 〇 〇 〇 － － － － － －
第 ４ 回 10月24日 〇 － 〇 〇 〇 － － － － － －

決算審査特別委員会
第 １ 回  9 月19日 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 ×

（会社用務） －

第 ２ 回 11月26日 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 － 〇 －
11月27日 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 － 〇 －

全員協議会

第 １ 回  2 月 9 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ２ 回  4 月17日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 

（病気） 〇 〇
第 ３ 回  5 月17日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第 ４ 回  8 月 6 日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

新庁舎建設に係る
調査特別委員会 第 １ 回  5 月21日 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

総出席回数 31 38 29 29 26 38 38 25 27 36 39
※山本栄子議員は１０月１５日に辞職しており、以降の会議は不在となります。
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議会の活動議会の活動 令和６年11月～令和７年１月

１１月　３日（日）
　　　　５日（火）
　　　１３日（水）
　　　１４日（木）
　　　１５日（金）
　　　１６日（土）
　　　２１日（木）

　　　２２日（金）
　　　２３日（土）
　　　２４日（日）
　　　２６日（火）

　　　２９日（金）

１２月　２日（月）
　　　　４日（水）
　　　　６日（金）
　　　１０日（火）

　　　２３日（月）
　１月　５日（日）
　　　１０日（金）

　　　１２日（日）
　　　２３日（木）
　　　３１日（金）

湧別町功労者表彰式典
産業文教常任委員会道外行政視察（福岡県、佐賀県～８日）
第６８回町村議会議長全国大会（東京都）
高規格道路旭川・紋別自動車道早期建設促進期成会中央要望（東京都）
第１０回議会運営委員会
認定こども園みのり第３回おゆうぎ会
第６回議会臨時会
第１１回議会運営委員会
第４回産業文教常任委員会
オホーツク圏地域活性化期成会秋季要望活動（札幌市）
湧別町立開盛小学校閉校式・ありがとうの会
第１５回東京湧別会総会（東京都）
第２回令和５年度決算審査特別委員会（～２７日）
ゆうゆう厚生クリニック運営委員会
第５回産業文教常任委員会
産学官ビジネスセミナーｉｎ湧別町
第４回総務厚生常任委員会
遠軽地区広域組合議会定例会（遠軽町）
第１２回議会運営委員会
第４回議会定例会
第１３回議会運営委員会
農業委員会忘年会
遠軽地区広域組合湧別町消防団消防出初式
第１回議会運営委員会
第１回議会臨時会
商工会新年交礼会
二十歳の集い
第１回総務厚生常任委員会
第１回議会広報編集特別委員会

湧別町ホームページ
会議録閲覧

（２次元コード）
湧別町議会会議録がホームページで閲覧できます湧別町議会会議録がホームページで閲覧できます
令和４年 1月以降の議会会議録は町ホームページにて閲覧することができます。
令和３年 12月までの会議録の閲覧をご希望の際は、下記閲覧場所にお申出くだ
さい。

【閲覧場所】　議会事務局（役場上湧別庁舎３階）、湧別図書館、中湧別図書館
【閲覧内容】　平成 21年第 1回臨時会から令和６年第３回定例会（令和６年９月 13日開催）まで
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第
60
号
の
表
紙

　
湧
別
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
練
習
の
様

子
で
す
。

　
こ
の
日
も
コ
ー
チ
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
20
人
以

上
の
選
手
が
、
コ
ー
ト
の
中
を
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　
１
ｏ
ｎ
１
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な
ど
、
真
剣
な
中
に
も
笑

顔
が
見
ら
れ
、
体
育
館
に
は
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
こ
の
中
か
ら
本
町
出
身
の
Ｂ
１
リ
ー
グ
レ
バ
ン
ガ
北

海
道
関
野
剛
平
選
手
の
よ
う
な
選
手
が
現
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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９
月
４
日
㈬
に
湧
別
高
校
生
と
湧
別
町
議
会

議
員
の
皆
様
で
「
町
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
湧
別
高
校
の
２
年
生

で
は
、
地
歴
公
民
科
目
の
中
で
、
高
校
独
自
の

科
目
で
あ
る「
北
海
道
学
」と
い
う
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
で
、
湧
別
・
地
域
の
行

政
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
目
的
の
も
と
、
本
授

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま

え
、
今
年
度
は
よ
り
よ
い
意
見
交
換
が
で
き
る

よ
う
高
校
生
は
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

事
前
学
習
と
し
て
、
高
校
生
が
６
つ
の
テ
ー

マ
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
で
意
見
を
出
し
た

り
、「
湧
別
町
総
合
計
画
」
を
読
ん
だ
り
し
て
、

湧
別
町
の
課
題
や
湧
別
町
を
よ
り
良
く
す
る
た

め
に
で
き
る
こ
と
、
高
校
生
視
点
か
ら
何
が
で

き
る
か
、
な
ど
考
え
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
生
徒
に
出
し
た
テ
ー
マ
は
、

①
湧
別
町
へ
の
観
光
客
を
増
や
す
に
は
？

②
湧
別
町
へ
の
移
住
者
を
増
や
す
に
は
？

③
湧
別
町
の
少
子
高
齢
化
に
対
す
る
対
策
や

取
り
組
み
は
？

④
湧
別
町
を
若
者
が
働
き
た
い
町
に
す
る
た

め
に
は
？

⑤
湧
別
高
校
魅
力
化
計
画

⑥
若
者
の
政
治
参
加
・
投
票
率
を
上
げ
る
た

め
に
は
？
（
町
長
・
議
会
議
員
選
挙
）
で
す
。

　

生
徒
に
意
識
付
け
し
た
か
っ
た
こ
と
は
、「
た

だ
の
町
へ
の
要
望
」
に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、
学
生
の
た
め
の
娯
楽
施
設
を
作
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
施

設
を
ど
こ
に
立
て
る
か
、
永
続
性
は
あ
る
の

か
、
ど
の
年
齢
層
に
需
要
が
あ
る
の
か
、
そ
の

施
設
を
建
て
る
た
め
の
予
算
は
ど
れ
く
ら
い
か

か
り
そ
う
か
、
ど
の
予
算
を
削
減
す
る
か
な

ど
町
政
を
す
る
立
場
を
少
し
で
も
意
識
し
た
上

で
、
多
角
的
に
意
見
を
出
さ
せ
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
町
政
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い

高
校
生
に
は
身
近
で
は
な
い
話
題
で
す
が
、
町

議
会
議
員
の
皆
様
に
は
、
意
見
交
換
会
を
通
し

て
、
高
校
生
か
ら
出
た
意
見
に
つ
い
て
、
真
摯

に
向
き
合
っ
て
話
し
て
く
だ
さ
り
、
有
意
義
な

意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
町
政
に
つ
い
て
、
少
し
で
も
身
近

に
な
る
こ
と
、
高
校
生
の
意
見
を
大
人
に
知
っ

て
も
ら
う
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
湧
別
町
議
会
議
員
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
校
生
と
議
会
議
員
の
意
見
交
換
会

高
校
生
と
議
会
議
員
の
意
見
交
換
会

北
海
道
立
湧
別
高
等
学
校　
地
歴
公
民
科
教
諭　

佐
藤　
和
憲 

さ
ん　
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